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江田島市地域経済動向調査（令和元年８月） 

 

■全国の景況 

 

◇月例経済報告（令和元年７月号より） 

 

 『景気は、輸出を中心に弱さが続いているものの、緩やかに回復しいている。』 

 

 ・個人消費は、持ち直している。 

 ・設備投資は、このところ機械投資に弱さもみられるが、緩やかな増加傾向にある。 

 ・輸出は、弱含んでいる。 

 ・生産は、このところ横ばいとなっているものの、一部に弱さが続いている。 

 ・企業収益は、高い水準で底堅く推移している。企業の業況判断は、製造業を中心に慎重さが増している。 

 ・雇用情勢は、着実に改善している。 

 ・消費者物価は、このところ緩やかに上昇している。 

 ・先行きについては、当面、弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあ 

  って、緩やかな回復が続くことが期待される。ただし、通商問題の動向が世界経済に与える影響に一層注   

  意するとともに、中国経済の先行き、海外経済の動向と政策に関する不確実性、金融資本市場の変動の影 

  響に留意する必要がある。 

 

 

◇中小企業景況調査（２０１９年４～６月より） 

 

 『中小企業の業況は、一部業種に一服感が見られるものの、基調としては、緩やかに改善している。』 

          

 ・２０１９年４～６月期の全産業の業況判断ＤＩは、▲１５.５（前期差０.６ポイント減）となり、２期連 

続で低下した。 

 ・製造業の業況判断ＤＩは、、▲１５.０（前期差０.５ポイント減）となり、４期連続して低下した。  

・非製造業の業況判断ＤＩは、▲１５.６（前期差０.６ポイント減）と３期ぶりに低下した。 

 

             図表１ 中小企業の業況判断（2019年4月～6月期） 
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 ・地域別の業況判断ＤＩ（全産業）は、北海道、九州・沖縄、中国でマイナス幅が縮小し、四国、中部、近

畿、東北、関東でマイナス幅が拡大した。 

 

          図表２ 中小企業の地域別業況判断ＤＩの推移（全産業） 

              （2016年4月－6月期～2019年4月－6月期） 
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■広島県の景況 

 

◇広島県内経済情勢報告（令和元年７月） 

 

 『県内経済は、緩やかに回復している』 

 

 ・個人消費：「回復しつつある」 

          百貨店販売は衣料品などが、ホームセンター 販売 は園芸用品 や日用消耗品 など が低調

であり前年を下回っている。ドラッグストア販売は食料品や化粧品などが好調であり、コン

ビニエンスストア販売やスーパー販売は食料品などが堅調であり前年を上回っている。この

ように、個人消費は、全体では回復しつつある。 

 ・生産活動：「回復している」 

         輸送機械は、自動車が国内外の需要が堅調であることなどから、高操業を維持している。

一般機械は、自動車部品向け射出成形機などの需要に一服感がみられるものの、プラント向

けなどの需要が堅調であることから、増加している。電気機械は、家電製品向けセンサーな

どの需要が堅調であることから、高操業を維持している。鉄鋼は、稼働停止していた一部設

備が復旧したことから、増加している。プラスチック製品は、スマートフォン向けの需要は

落ち着いているものの、テレビ向けなどの需要が堅調であることから、増加している。この

ように、生産活動は、全体では緩やかに回復している。 。 

 ・雇用情勢：「着実に改善しており、人手不足感が一段と拡がっている」 

         有効求人倍率（平成３１年３～令和元年５月）は ２.１３ 倍と、全国の １.６３倍と比 

べ高水準で推移しているほか、新規求職者数の減少などから新規求人倍率も上昇しているな 

ど、雇用情勢は、着実に改善しており、人手不足感が一段と拡がっている 

  ・設備投資：「令和元年度は前年度を上回る見込み」 

        〇製造業では、その他製造、木材・木製品などで増益となるものの、生産用機械、自動車な 

どで減益となることから、全体では減益見込みとなっている。 

        〇非製造業では、金融・保険、建設などで減少するものの、運輸・郵便、その他のサービス 

などで増加することから、全体では前年度を上回る見込みとなっている。 

・企業収益：「令和元年度は減益見込み」 

        〇製製造業では、その他製造、木材・木製品などで増益となるものの、生産用機械、自動車 

などで減益となることから、全体では減益見込みとなっている。  

       〇非製造業（除く「電気・ガス・水道業」、「金融業、保険業」）では、小売、情報通信など 

で増益となるものの、運輸・郵便、その他のサービスなどで減益となることから、全体で 

は減益見込みとなっている。 

 ・企業の景況感：「『下降』超幅は拡大」 

          企業の景況判断ＢＳＩは、「下降」超幅が拡大している。なお、先行きは「上昇」超に 

転じる見通しとなっている。 

  ・住宅建設：「前年を下回る」 

         新設住宅着工戸数でみると、分譲住宅、持家が増加しているものの、貸家、給与住宅が減 

少していることから、前年を下回っている。    

 ・輸  出：「前年を上回る」 

         県内通関実績（円ベース）でみると、輸出は、自動車、船舶などが増加していることか 

ら、前年を上回っている。地域別では、北米、中南米などで増加している。 

なお、輸入は、一般機械、電気機器などが増加していることから、前年を上回っている。地 

域別では、アジア、アフリカなどで増加している。 
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                表図３ 広島県の主要経済指標   
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■江田島市の景況 

 

◇中小企業景況調査（令和元年７月） 

 

 『江田島市の景況は全国及び広島県の情勢を大きく下回っていると思われる。』 

 

 中小企業景況調査より、２０１９年４月～６月の景況判断状況は次のとおりである。 

 

  ・２０１９年４月～６月期の広島県の全産業の業況判断ＤＩは▲１０.９であり、全国と比較して、 

   ４.６ポイント高くなっている。 

  ・江田島市の数値は１５社分の集計結果であり、参考値としてみていただきたいが、ＤＩは 

   ▲３３.３であり、全国値・広島県値より低い値となっている。 

   

                 図表４ 景況判断状況    

 

 

 

 

 

 

 

 

  ・江田島市１５社分の現在の景況感、設備投資状況は次のとおりである。 

    

        図表５ 現在の景況感           図表６ 2019年4月～6月の設備投資 
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（前期比）

１－３月 ４－６月 ７－９月 10－12月 １－３月 ４－６月

全国 ▲13.9 ▲14.3 ▲15.3 ▲13.9 ▲14.9 ▲15.5

広島県 ▲14.5 ▲15.2 ▲17.0 ▲7.5 ▲9.7 ▲10.9

江田島市 ━ ▲33.3 ▲20.0 ▲33.3 ▲40.0 ▲33.3

2018年 2019年

1(7%) 

14(93%) 

%) 
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  ・中小企業景況調査では、全国で約１９,０００企業、江田島市商工会では１５社が対象となっている。   

  ・江田島市商工会においては、製造業では「製造設備の不足・老朽化」、建設業では「大企業の進出によ 

   る競争の激化」及び「官公需要の停滞」、小売業では「需要の停滞」、サービス業では「利用者ニーズの 

   変化への対応」が経営上の問題点の1位となっている。 

 

                  図表６ 経営上の問題点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇保証月報（広島県信用保証協会月報） 

 

 江田島市内事業所の金融保証承諾及び保証債務残高の状況は次のとおりである。 

 

 ・令和元年６月末時点の江田島市内中小企業の保証承諾件数は２３件、金額は３４１百万円であり、前年 

  同月比では減少している。 

 ・令和元年６月末時点の江田島市内中小企業の保証債務残高件数は４６３件、金額は３,８６４百万円であ 

  り、前年同月比では減少している。 

 

                  図表７ 保証状況（江田島市・広島県） 
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（単位：百万円）

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

江田島市 30 402 507 3,942 江田島市 23 341 463 3,864

広島県 4,116 42,210 62,606 436,840 広島県 3,895 43,277 58,256 416,654

保証承諾 保証債務残高

平成３０年6月 令和元年6月

保証承諾 保証債務残高

１位 ２位 ３位

全　国 需要の停滞 原材料価格の上昇 従業員の確保難

江田島市商工会 製産設備の不足・老朽化 特に問題なし 特に問題なし

全　国 従業員の確保難 材料価格の上昇 熟練技術者の確保難

江田島市商工会
大企業の進出による競争の激化

官公需要の停滞

材料価格の上昇

民間需要の停滞
その他

全　国 消費者ニーズの変化への対応 大･中型店の進出による競争の激化 需要の停滞

江田島市商工会 需要の停滞 購買力の他地域への流出 特に問題なし

全　国 利用者ニーズの変化への対応 従業員の確保難 需要の停滞

江田島市商工会 利用者ニーズの変化への対応 店舗施設の狭隘・老朽化 人件費以外の経費の増加

製造業

建設業

小売業

サービス業

経営上の問題点


